
久保m戊 (耶評) (1978):M.A.7-ピッ

ップ著,金子陸井 (釈) ｢脳｣サイエンス

8.114-116｡

心 理研 究部 門

壷伏嫡子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松滞哲郎

研 究 概 要

1)大脳半球肉能の行動統制における非対称性

重 伏 靖 子

切断脳のアカゲザルにおいて,色の見本あわせ

深田では左半球僚位が認められたが'線方向の同

時弁別ではむしろ右半球優位が示された｡この相

迎を繰方向の二選択継時弁別とその般化を用いて'

さらlこ検討している｡

2)ニホンザルlこおける認知の発達

窒伏靖子･松揮哲郎

出生直後から生後3年までのニホンザル乳幼児

の知覚･認知機能の発達と身体･運動的発選につ

いて縦断的研究が進められている｡

3)チンパンジーの言語の摂待

壷伏靖子･浅野俊夫 ･松揮哲郎

小島哲也 ･感田和生

チンパンジーlこ人工語を教える訓練の基本的方

法として異質見本合せ課題が用いられ,′もの〝

の名前 (図形パターン)の学習が進行中である

(言語学,情報工学,神経生理学の分野との共同

研死)｡

4)雷長煩の選択行動fCおける時間要因の検討

浅 野 俊 夫

5)忠良塀のコミュニケ-シ'ンに関する比較行

較行動学的 ･神経生理学的研究1)

小 鴨 洋 三

6)ニホンザルの祝知覚に関する心理物理学的研

究

松 浮 哲 郎

総 現

1)室伏靖子 (1978):霊長頬の認知行動fこ関す

る比較研究｡脳研究会会誌'4,219-226｡

2)妥伏靖子 (1979):霊長頬の行動 - 知覚か

ら思考へ-｡｢神経科学講座6｡行動と思考｣
1)米国NatiomlIhQ u_tes●OlHealthにおして研究

(波辺格 他嗣),149-188｡
8)践野俊夫 (1979)･.サルの行動分析｡皿症心
身陣訂研死会比.4,16-19｡

4)松摺哲郎 ･践野俊夫 (1979):原人損の ｢言

語｣習札 言語,8. (9), 16-26｡

輪 文

1)Murofushi,K.(1978) :A
henisphericasym etryof
performanceofvisual
conditionaldiscrimination

taskinsplit-brainmonkeys.
f'zntegrativeControl
FunctionsoftheBrainH
I.(M.Iloetal.eds.)445-
447.Kodansha,Tokyo･

2)室伏靖子 (1979)'.視覚学習における大脳両

半球の機能｡文部'G科学研究守補助金特定研

究 ｢脳の統御放伐｣報岱昏(2), 827-328.

8)小嶋洋三 (1979):E!長煩の短期記憶に関す

る研究｡文部'&科学研究焚補助金一般研和C)

研究成果報告四｡ I-28｡

学 会 先 蓑

1)ニホンザルの机図形の方向弁別にみられる

'祝空間の只方性′

松 滞 留 郎

日本動物心理学会約88回大会

動物心理学年報,28,57.(1978)

2)乳児期ニホンザルの身体発育と祝知覚の発達

松 澤 哲 郎

日本心理学会第42回大会

発表論文集,178-179(1978)

そ の 他

1)浅野俊夫 (1978):｢オペラント心理学入FIJ

(0.レイノルズ著,浅野俊夫訳),束京 .I

サイエンス社｡

社 会研 究部門

川村俊蔵･河合雅雄

宋 滋 ･鈴木 免

荷 梅代D･足沢貞成分

1)教務職員 2)教務補佐貝
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研 究 概 要

1)ニホンザルの社会行動 こ̀関する研究-嵐山に

おけるリーダーオスの習性学的研究

川 村 俊 成･

鈴木延夫 (北大 ･文 ･心理) ら4名の応援のも

とfこ,リーダ.-オス6匹lこついて,コザルをいじ

める実験状況下における協調的行動その他の習性

学的研究を行った｡そのほか留学中のヤヤット

ルヒヤットを指導し,同じくリーダー6匹に関す

る定時記録その他を,約2ケ月間にわたって実行

させた｡

2)ニホンザルの分布とその変動に関する研究

束 滋 ･鈴木 晃 ･足沢貞成

ニホンザルの分布の現状について,一次資料の

iLi税をおこなっている｡

8)ニホンザルの社会生態学 ,とくこ̀自然群の環

境利用とグルーピング･社会構造

東 滋 ･足沢貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境

で,遊動する群れがしめす生活と社会現象をとら

えなおすため こ̀屋久島と下北半島西部の地域個体

酢について継続的な調査を行なっている｡

4)ニホンザルの個体群の生活の維持に対する森

林施菜その他のhumanI'mpactの影響の生態

学的研究

束 滋

ニホンザル個体群の地域構造や生活のたてかた

に与える人為営力の作用を生億学の文脈において

とらえる｡もっぱら′自然′の側の反応を,異な

る形式あるいは程皮で人為の加わった地域間の比

較と伺一地域の時系列的変化の追跡により把握し

ようとする｡下北半島の北西部･南西部の2つの

地域個体群についての個体群変動の追跡と岐阜県

下の天然林地域と′森林開発 ′のすすんだ地域の

調査を行なった｡

また平行して,おなじ環境変化がニホンザル以･

外の森林噂乳動物Iこ与える影軌 こついても調査を

すすめている｡

5)ニホンザルの地域個体群のあり方
鈴木 晃

上位越地方を中心として,ニホンザルの地域個

体qfの土地利用,個体群動態'遊動におけるスペ

ーシングの問題,オスの群れの離脱等に関する杜

Jrt関係等の調査およびとりまとめを行なってきた｡

6)ニホンザルコドモの社会関係の発達

森 梅 代

子守 り行動における行動パターンと社会関係,

特に性'年令および血縁関係をもとlこ分析した｡

7)特別事業による,アフリカlこおける野生霊長

類の社会学的 ･生態学的研究

鈴 木 晃

1977年8月から,1978年7月の期間,ザイール

およびケニヤで現地調査を行なってきた｡

8)アフリカにおける各種霊長頬の社会学および

比較生闇学研究のまとめ

鈴 木 晃

1964年より継続してきたタンザニア,ウガンダ,

ケニヤ,ザイールでの各種忠良煩の社会梢造 ,坐

活様式 ,食性,個体群動態,遊動の在り方'土地

利用等の問題を比較生態学的税点及び動物地理学

的観点からの総まとめを若手｡対象となる盟長児

はチンパンジー,ゴリラ,クレステドマンガベイ,

バブーン,レッドテールモンキー,バーベットモ

ンキー,黒白コロブス,レッドコロブス等である｡

9)インドネシア産ヤセザルの比較社会学的研究

JlI村 俊成 ･皮 辺 邦 夫

エディプロトイスウォロ･ヤヤットルヒヤット

科学研究貿 (整理改)を以て,昭49.51,52年皮

にわたった,インドネシア各地Iこおけるヤセザル

煩に関する社会 ･行動 ･生態にわたる研死の資料

を整理し,｢熱fifアジアにおけるヤセザル煩の比
較社会学的研究｣をまとめた｡このなかで,川村は

pZeSbytisZTelalophos,渡辺はSimiascon-
colorおよびP.potenZianl,プロトイスウオロは

p.crist卓ta,ルヒヤットは･P.aygulaについ
て報告を宙いた｡このうら吐辺のP.potenziani
以外は,昭55年1月,インドのバンガロールで開

催された第7回国際El長琉学会で発表された (波

辺のS,concolorはポスターセブシヲン)｡
別に各人ともそれぞれのモノグラフ形式の報文

をまとめており,そのうちプロトイスウオロの分

は,学位申請論文として提出された｡

10)ヒヒ煩の比較社会学的研究
河 合 雅 堆

ゲラダヒヒとマントヒヒ,アヌビスヒヒの3柾

の社会を比較考察し,ヒヒ萩の社会構造について

考察した｡

ll)ゲラダヒヒのヨミュニケーショ･ン行動 ,

河 合 雅 .樵
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ゲラダヒヒの音声7伝遜行動を爪的,質的に分析

し,それがワンメイル･ユニットの統合に果たし

ていろ役割を分析した｡

12)ゲラダヒヒの生物社会学的研死

顔 梅 代

エチオピア芯地で行.,T=ゲラダヒヒの野外調盃

の江村をもとlこ行動パターンの分析とヒヒ照の比

較社会学的研死を行っている｡

総 扶

1)河合雅堆 (1978):動物社会学｡現代精神医

学大系, 1.252-275｡

2)河合雅柾 (1979):アフリカの霊長塀の生憩｡

アフリカ研究'18, 84-94｡

8)斑 滋 (1979):クマの生物学と保軌 こ関

する現状,.叩乳頬科学'87.85-70｡

4)鈴木 晃 (1977) :ニホンザルの保許および

国際的にみた忠良規の保証の現状｡にはんざ

る, 3. 2-8｡

輪 文

I)Kawanura,S.(1979):Social
lifeofpresbytismelalophos
inSumatra.

熱田アジアにおけるヤセザル類の比較社会学

的研究 (科学研究窄研究成果報告杏)'1-18｡

2)Kawai,M.andU.Mori(1979):
spacingwithinUnitsandUnits
lntegrity･Ecologicaland
sociologicalStudiesofGelada
Baboons (M.Kavai,ed.),pp.
200-217,Kodansbal･td･,Tokyo･
3)Kawai,M.(I979):Auditory
coTnmunicationandSocial
Relations.Ecologicalanal
sociologicalStudiesof
GeladaBaboons (M.Kawai,
ed.),pp.219-247,Kodansha
Ltd.,Tokyo･
4)Kawai,M.andT.Iwatnoto
(1979):Nonadismand
ActivitieB.Ecologicaland
sociologicalStudiesof
GeladaBaboons (M.Kawai;

ed.),pp.251-)78,Kodansha
Ltd.,Tokyo.

5)碑 滋･足沢月成 ･糸 口･和田久 (1978):下

北単指南西部のニホンサル地域個体桝の吐息

環境の変化と個体粥の動き｡｢ヒトとサル共存

の辺一北限のニホンザルの探雅に関する調充

中間報岱｣

6)宋 滋 (1978):典夫損のクマとクマ刑｡

日本の歴史的自然環境としての桶乳研 く四手

井納英綴) ｢環境科学｣研究報告, 58-66｡

7)乗 滋 ･安藤辰夫 ･大竹勝 ･才田春夫 ･佐藤

洋一郎 (1978):高原川源流域のカモシカ｡

昭和52年度文化庁委託研死 ｢特別天然記念物

カモシカに関する調査｣研究報告香 '̀55.

125-18Oo日本自然保理協会｡

8)野崎英百 ･平井六一･宋滋 (1978):根尾
西谷川流域のカモシカ｡同上' 117-124｡

9)Azuma,S.&H.Torii(1979):
Impactofhumanactivitieson
survivaloftheJapanese
blackbear.proceedingsof
theZVthInternational
ConferenceontheBearBiology
&Management(Martinka,ed.)
IUCNPubl.NewSer.

10)Mori,U.(1979):In亡erUnit
Relationships･.Ecological
andSociologicalStudiesof
GeladaBaboons.(M.Kawai,
ed.),83-92,Kodansha1.td
&S'Karger.

II)Mori,U.(1979):Individual
RelationsbipswithinaUnit.
エbid.,93-124.
12)Mori,U..(1979)).Development
ofSociabilityandSocial
States.Zbid.,)25-154.

13)Mori,tJ.(1979):Unit
FormationandtheEmergenceof
aNewLeader.Zbid.,155-I81.

14)Mori,U.(1979):Reproductive
Behaviour.Zbid.,1183-197.

15)Mori,U.(1979):Social
StructureofGeladaBaboons.

Zbid.,_239-247.
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16)森 梅代 (1979):ニホンザルの子守り行動

の発達と性差｡昭和53年度科学研究貿補助金

(一般研究B)研究成果報告書, 27-82｡

報告 ･その他

1)川村俊蔵 (1978):インドネシアとの学術協

力についての第二次展望｡学術月報, 31(8),

49-53｡
2)束 滋 (1978):動物のなわはりとマ-キン
ング｡ワイルドライフ｡

8)鈴木 晃 (1979):チンパンジー,野生のい

となみ｡ワイルドライフ,9, 46-51｡

4)足沢貞成 (1977):下北のニホンザル ー そ

の現状と変遷- ,にはんざる,3-ll-22.

報告 ･その他

1) アジア産ヤセザルの比較社会学的考察

川 村 俊 蔵

第82回日本人類学会 (1978)

2) Social life of 型 b_望tis
melalophos in Sumatra.

Syunzo Kawamura'VIIth Cong･
Intern.Primat.Soc.

(1979)

8)木曽研究林予定地におけるこホンザル社会

(予報)

川 村 俊 哉

第23回プリマーチス研究会 (1979)

4)周桑樹林と噴乳動物

束 滋

第26回日本生態学会,シンポ

ジウム ｢照葉樹林｣ (1978)

5)Habitatquality,Honerange
sizeandpopulation
fea亡uresinShimokita

populationofJapanese
Monkeys.
ShigeruAzumaaSadashige
Ashizawa

SymposiumHDis亡ributionof
AnimalinSpaceHⅤⅠⅠth
Congressofthe工n亡erna亡ional
prima亡ologicalSociety,
Baヮgalore'India･(1979)
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6)SocialStructureandDynamics
inGeladaBaboons

(Thejopithecus gelada)
UmeyoMori
TheSymposium,‖BaboonField
Research:MythsandModelsI'
atSevenSpringsCenter,Mt.
Kisco,NewYork.(I978)

7)ゲラダヒヒの社会行動lこ関する行動生物学的
分析

森 梅 代

第32回日本人茄学会日本

民族学会連合大会(1978)

変異 研 究部門

野沢 謙 ･和田一雄

庄武孝義 ･峰沢 満

研 究 概 要

1)ニホンザルの集団退伝学的研究

野濯 謙 ･正式孝義

ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子

の変異を電気泳動法によって検索し'群内･群間

の変異性を定員化する｡現在までにこホンザル約

40群,総個体数約2.000頭の血液試料 こ̀ついて,約

30種の蛋白の構造を支配する計82過伝子座の険累

をおこなった｡このデータをもとにして,統計的

検討を加え,繁殖中位間の毎代の移出入牢,退伝

的変異の散布範囲などこ̀ついて定立的推定をおこ

ない,ニホンザルの繁殖構造を解明すべく作菜を

続行中である｡

2)Macaca屈ザルの系統的相互関係

野津 謙 ･正式孝義

ニホンザルを含む加acaca屑ザル各種から採血

をおこない,上記1)と同一の方法lこよ.,て超内･

種間の遺伝的変異性を定量化し'それら種間の退

伝子構成上の差を退伝距離で表現し'それfc数虫

分菊学的手法を適用して技分れ図を描く｡それに

より超間の近縁関係'分化時間の推定等をおこな

う作業を目下続行中である｡

8)ニホンザルの先天的四肢奇型への退伝的アプ

ローチ

野淫 謙 ･庄武孝義 ･峰漂 流

こホンザルの数多くの餌付け群 こ̀多発する先天


